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ＩＤＦファクトシート２０２０年 10月 

ＩＤＦ生殖技術：生殖ホルモン 
 

はじめに 

６,０００年以上も昔、牛乳や肉を得るためにウシを家畜化して以来、農家は

ウシの能力を向上させるために繁殖技術を利用している。初期のころ、各世代

にわたって交配に使用する望ましい形質を備えたオスを選ぶという単純な育種

プログラムを行っていた。今日では、牛乳の品質や生産性の向上、動物の健康

や福祉の改善、さらには酪農産業の持続可能性を高める次世代のウシを永続さ

せるために、酪農家によって様々な繁殖技術が用いられている。 

定義： 

- 発情周期: 平均 21日間隔の雌ウシの性周期のこと。  

- 発情: 雌ウシの“ヒート”としても知られる。排卵直前であり、雌ウシが授

精を受け入れる行動的徴候を示す時期を指す。 

- 黄体: 排卵後の卵胞に残った細胞が形成する黄色の組織。プロジェステロン

を産生することで妊娠を維持する。また、黄体退行とは、妊娠が成立していな

い（または認識されていない）場合に黄体が縮退することを指す。 

生殖ホルモンの種類: 

生殖ホルモン製剤は、ウシが自然に産生するホルモンを模倣する様々な製剤の

こととする。生殖ホルモン製剤は、大きく 3種に分類される。  

- プロスタグランジン（脂肪酸誘導体）(1)  

- ゴナドトロピン（タンパク質化合物）（2） 

- プロジェステロン（ステロイド） (3) 

以上に加えて、ウシの下垂体で産生される 9 アミノ酸ペプチドであるオキシト

シンは、後産と子宮内容物を排出する必要がある場合、分娩時に使用されるこ

https://www.fil-idf.org/publications/fact-sheets/


 
ＩＤＦホームページ https://www.fil-idf.org/publications/fact-sheets/ より 

とがある。オキシトシンはまた、乳腺胞周辺の細胞を収縮させて乳管から乳頭

端に向かって乳汁を押し流すことで射乳反射を刺激するために使用される場合

もある(4)。 

利用例: 

生殖ホルモン製剤は、正常な発情周期がみられない（性成熟前および分娩後

の排卵不全、嚢胞性卵巣など）繁殖障害と診断された個々のウシを治療するた

めに、注射または膣内留置型ホルモン徐放装置のいずれかの方法で投与される。

生殖ホルモン製剤はまた、個別または集団の雌の発情周期を調節することで

(主に人工授精時に)、発情の検出力を向上させ、予測可能な時間間隔で交配ま

たは人工授精を可能にするためにも投与される。 

発情同期化プログラムは、酪農家が牛群内において妊娠を希望するすべての

ウシに、厳密な手順に従って生殖ホルモン製剤を投与する方法である。結果と

して、複数頭で発情が同期化されることにより、全体の発情検出率が改善され、

人工授精の成功率が高まり、妊娠率の向上につながる(5)。 

安全性： 

生殖ホルモン製剤は慎重な研究のもと、何十年にもわたって安全に使用され

てきた。これらの製剤は極めて低用量で投与され、投与されたウシのホルモン

レベルは、発情周期の様々な時期に自然にみられる正常範囲内に収まる(6)。

生殖ホルモンは自然に、かつ迅速に生体内で代謝され、これらのホルモン製剤

を投与されたウシの乳や肉は、投与されていないウシの乳や肉と比較してホル

モンレベルが高くなるということもない。 

ウシへの生殖ホルモン製剤の使用は、国内当局により厳密に規制されている

(7)。牛群全体への発情同期化プログラムは、普及している国もある一方、 制

限または禁止されている国もある。したがって、生殖ホルモン製剤を使用した

牛群の繁殖管理は、当該国の法律に準拠した上で、獣医師の指導の下実施され

なければならない。 

技術の重要性： 

乳牛は乳を生産するために、妊娠し分娩しなければならない。したがって妊

娠できない場合は、淘汰されることになる。一方で、生殖ホルモン製剤の使用

により、発情検出率の増加、定時人工授精の実施、非妊娠状態または非泌乳状

態の日数短縮が可能となり、繁殖効率を高めることができるため、生殖ホルモ

ン製剤は酪農家にとって重要なツールであるといえる(8)。生殖ホルモン製剤

の利用はまた、農場での人工授精の実施率と受胎率の向上にも寄与しうる(8, 
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9)。繁殖効率の最適化(より良い発情検出率と受胎率の向上を実現することで)

につながるこれら全ての要因は、乳生産に係る温室効果ガスを削減するように

モデル化されてきた(10)。このことから、生殖ホルモンやその他の技術(セン

サーに関するファクトシート参照)を慎重に使用することで、繁殖成績を向上

させるとともに、酪農経営の持続可能性にプラスの影響を与えることができる

といえる。 

 
各種食品におけるエストロジェン活性に関する表:  

食品名 エストロジェン活性(ng/3 オンス) 

きな粉 (脱脂)  128,423,201 

豆腐  19,306,004 

うずら豆 153,087 

パン  51,029 

ピーナッツ 17,010 

鶏卵  94 

上記の数値は、動物性食品の場合はエストロンとエストラジオールの和(ナノ

グラム)、そして、植物性食品の場合はイソフラボン(ナノグラム)を食品 3オン

ス(0.085グラム)あたりに換算したものである(11、12、13、14)。 

以下は、生殖ホルモンの使用がどのように発情周期を変化させるかを示しなが

ら発情周期を一連の図で表した 2つの例である。 

US Food and Drug Administration:   

• The Cattle Estrous Cycle and FDA-Approved Animal Drugs to Control and 
Synchronize  Estrus A Guide for Producers  

 

EU Legislation:  

• Directive  
• Veterinary medicines and medicated feed  
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本シリーズについて 

２０１７年、IDF 農場管理常設委員会および IDF 家畜の健康・福祉常設委

員会では、酪農家や利害関係者に情報を提供するために、乳業界における

繁殖技術に関する報告書の必要性を確認した。本稿はこのシリーズにおけ

る２回目の報告書にあたる。 
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編者注：仮訳の正確性、完全性、有用性等についてはいかなる保証をするものではありません。参

考資料として扱い、内容に疑義が生じた場合は英文の原文をご確認ください。 
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